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Abstract : Konnyaku-tachiko （ＢＴＰ）andbｕ旅現-milk-powder (BMP) are by-products on　ａ

process of food production. Incubation experiments were conducted to study the∧effect of

addition of BTP and BMP on the level of nitrogen in soils under aerobic and anaerobic

conditions｡

　The contents of total Ｎ in BTP and BMP were 4.76 % and 0.496 %, respectively. The

total Ｐ and Ｋ contents in BTP were higher than that in BMP, but the total Mg and Ca

contents in BMP were higher than those in ＢＴＰ｡

　Ｔｗ･ｏsoil samples were used for incubation eχperiments. Soil 1 was collected 釦ｏｍ upland

field in green house and soil 2 was nursely bed soil which was :not planted y鴎。

　The contents of mineral nitrogen incubated aerobically with the addition of BTP in soil

l and soil 2 were increased about 30 mg N/lOOg soil in b叫h　soils　after 8　weeks

incubation. Under anaerobic conditions with the addition of BTP in soil　l　the　mineral

nitrogen was gradually decreased but increased in soil 2 ｗ此h the incubation time. In the

case of adding BMP, the tendency was the same as in the case of BTP, although the

mineral nitrogen was lower thar! that of BTP plot.　　　　　　　　　　　　＼

　Nitrogen was mineralized in soils incubated with the samples, but it　is necessary to

study the effect on plant growth in a field.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　言

　近年，化学肥料や農薬の過剰使用とそれに反比例した有機物施用量の減少により土壌活性の低下

や連作障害が問題になってきている．これらの対策として，有用土壌生物の働きを活発にしたり，

物質循環の悪化を改良するために有機物施用の検討が改めて見なおされている1)コ．

　このような背景において，食品を製造する際の食品副産物の肥料としでの利用について検討が試

みられている3卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　ｊ

　本研究では，こんにゃくいもを原料としてこんにゃく粉を製造する際に副産されるこんにゃく飛

粉と呼ばれる澱粉含量の高い糠様の細粉とバターを製造する際に副産されるバターミルクパウダー

の肥料的性質について予備的な検討を行なったものである．十
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　　　　▽　　　　　　　　　　　　　　材料および方法　　上　　　　　　ニ

１．供試試料および土壌　供試試料は，清水化学株式会社製のこんにゃく飛粉（ＢＴＰ）と中外製薬

株式会社製のバターミルクパウダー（ＢＭＰ）の２種類聚使用した／試料の成分分析は，硫酸と過

酸化水素水を加えて熱分解後，窒素は水蒸気蒸留法で，リンはモリブデシブルー法で，カリウム，

マグネシウム，カルシウム，ナトリウムは原子吸光法で測定した．供試土壌として第上表に示した

施設畑土壌ﾀﾞ（土壌ｉ）と育苗用未耕地土壌（土壌２）を用いた．土壌の全窒素は硫酸懲熱分解し水

蒸気蒸留法で，無機態窒素はブレムナー法で，可給態リン酸はトルオーグ法により溶出，モリブデ

ッブルー法で測定七た４）．／　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

犬　　　　　　　　　　　　　　　第１表　供試土壌の窒素とリン酸含有率

施設畑土壌

　（土壌１）

未耕地土壌

　（土壌２）

全窒素

　(％)

0.283

0.010

アンモニア態窒素

　　　　(聡/100 g

　　　　4.35

　　　　0.10

　＼硝酸態窒素

土壌）

　　　17.7

0.84

トルオーグ｀･リン酸

(mg/lOOg　土壌）

　　＝　134

0.83

２．実験法　両土壌とも25gを100mlのゼーカーにとり,トＢＴＰをO:.5g, BMPをトｇ（インキゴ

ベイト１週間の時は0.5 g)添加した．水田状態として蒸留水を20ml,づ畑状態としでは5 ml 添加

し，よく混合した後，アルミ箔でおおい，秤量しで300Cの恒温器中に入れた．３日ごとに秤量し

て減量を求め，減量相当の水を補給した．水補給後に小サダで土壌を混ぜ，水分の均一化と通気を

図った剔一定期間(0, 1, 2, 4, 8週間）後に各区の土壌試料を200m1の三角フラスコに蒸留水

を加えて100mlになるように移し，10分間振トウ後，土壌懸濁液の電気伝導率（ＥＣ）とpHを測

定したレ次いで, KClを10gその懸濁液に添加し　ｔ時間振トウ後，ろ過し，ろ液の無機態窒素

の分別定量を行なった．なお，各区とも２連制とし，その平均値で表示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察　　　　　　　　　　　　ニ　　ノ

１．供試試料　ＢＴＰとＢＭＰの化学的組成を第2＼表に示した.ＢＴＰは全窒素，全リン，全カリの

含有率が4.76, 1.79, 2.10%と高く，ＢＭＰは全マグネシケム，全カルシウムの含有率が高かったL

　　　　　　　　　　　　　　　　　第３表　供試試料の化学的組成　　　　十　　　　し

Moisture

　(％)

　Ｎ

(％)

　Ｐ

(％)

　Ｋ

(％)

Mg

(％)

Ca

(％)

Na

(％)

BTP

BMP

9.93

8.38

4.76

0.496

1.79

0.268

2.10

0.122

0.139

1.84

0.901

6.93

0.321

0.064

ＢＴＰ：こんにゃく飛粉, BMP：バターミルクパウダー
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2. ECの推移　第１図はインキュベイト期間のＥＣの推移を示したものである．両土壌の施肥条

件を反映して土壌１で全区とも高く推移した．土壌１の水田状態では，各区とも日数の経過ととも

に低下し，試料添加区と無添加区の差は特にみられなくなった．畑状態では各区とも土昇傾向がみ

られ，特にＢＴＰ添加区の上昇が顕著であり，８週間後には，無添加区□ｍＳ／ｃｍに対して

1.7mS／ｃｍまで上昇した．土壌２では，畑，水田状態とも試料添加区が無添加区より高くなり，

ＢＴＰ添加区では畑，水田状態とも他区より比較的高く推移し，畑状態では４週間後から急上昇し

た．これは後述するが，硝酸態窒素の増加と対応がみられた．
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　　　　　　　　　第１図　試料添加後の土壌懸濁液の電気伝導率の推移

注）○：畑状態試料無添加区，□：畑状態ＢＴＰ添加区，△：畑状態ＢＭＰ添加区
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　　　　試料添加後日数（週）

第２図　試料添加後の土壌懸濁液のpHの推移

　　　　注）凡例は第１図に同じ。

3. pHの推移　第２図にpHの推移を示した．土壌１の水田状態では４週間後まで各区とも上昇

する傾向がみられ，以後やや低下した．畑状態では１週間後には各区とも低下し，以後，無添加区

では上昇したが試料添加区では特に変化はみられなかった．各区とも畑状態で水田状態より低く推
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移した．土壌２では試料添加により低くなり，畑状態では水田状態より低く推移したが，土壌の緩

衝能が小さかったことが考えられインキュベイト期間の変動が大きかった．

４．無機態窒素の推移

　第３図にアンモニア態窒素のインキュベイト期間の推移を示した．土壌１では各区とも１週間後

までアンモニア化成が進行し，水田状態のＢＴＰ添加区は２週間後まで増加がみられたが，以後，

各区とも減少し８週間後にはほとんど差異がみられなくなった．土壌２では両試料添加区でアンモ

ニア化成が進行し，特にＢＴＰ添加区では，畑，水田状態とも４週間後まで顕著な増加がみられ

(25～20mgアンモニア態窒素／100 g土壌)，以後，低下傾向がみられた．
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　第４図に硝酸態窒素の推移を示した．土壌１の畑状態では，試料添加区，無添加区とも硝酸化成

の進行がみられ，特にＢＴＰ添加区において２週間後から４週間後まで増加が顕著で，以後も徐々

に増加した．水田状態では，イツキュペイト１週間後に各区ともほとんど消失七だ．土壌２の水田

状態では試料添加区に無添加区とも増加はみられなかっ尤が，畑状態のＢＴＰ添加区では4/週間後

から８週間後までに硝酸化成が進行し，顕著な増加が認められた. BMP添加区においても８週間

後にわずかに硝酸態窒素の増加がみられた．

　第５図は無機態窒素てアンモニア態窒素十硝酸態窒素）の推移を示したものであるレインキ２ベ

イト期間中，土壌１の畑状態では各区と=も特に外観上の変化は認められなかこったが，水田状態にお

いて約20日後頃よりＢＴＰ添加区では無添加区と比較してやや粘性が感じられ，ＢＭＰ添加区では

下層より気泡の発生がみられた．土壌２では，水田状態の１ヵ月後頃にはＢＭＰ添加区で表層約１

ｍｍの酸化層がみられたが，下層は還元状態が進行し√色調の変化がみられた　畑状態では添加区

と無添加区の顕著な差はみられなかったが，やや黒色化していた．　　　　　　　　　　　犬　レ
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　　第５図　試料添加後の土壌中無機態窒素の推移

　　　　　　注）凡例は第１図に同じ。
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　土壌１は施設栽培土壌で施肥量も多く，第１表に示したように無機態窒素(Ｎ)を22nig/100 g土

壌含有しており，硝酸態窒素は水田状態にすることにより還元され，脱窒などにより各区とも消失

したが，ＢＴＰ添加区では４週間後頃までは無添加区より高く推移し試料からのアンモニア化成に

よることが考えられた．畑状態では各区とも増加し, BTP添加区では顕著な無機化か進行し，８

週間後には27mg N／工00g土壌の増加がみられた．土壌2では栽培歴はなく，無機態窒素の含有量

はほとんどなかったことから，無添加区の増減はみられなかった.‥試料添加区では試料の窒素含有

率に対応した無機態窒素の増加がみられ，土壌１と異なり，畑，水田状態とも４週間後まではほぼ

同様の傾向がみられ，８週間後には畑状態のＢＴＰ添加区で29mg N／100 g土壌増加したが,/水田状

態ではアンモニア態窒素の減少により低下した．

　以上の結果，各試料とも畑状態において無機態窒素の増加が認められ，施肥効果が考えられたが，

今後，施肥量や施肥時期など作物の栽培条件などの検討が必要である．
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.･　ト　　　　　　　．犬　　レ・　　ノ　　　　　・要　・約△　･.･･.･　･.　.　・

食品副産物のこんにゃぐ飛粉（ＢＴＰ），バターミルクパウダー（ＢＭＰ）の肥料的性質を検討する

ため√施肥成分含有量の異なった２種類の土壌を用いてインキュレペイト試験を行ない丿以下のよう

な結果を得た.犬　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　十上　し　　　:‥‥‥‥‥‥‥‥

　1）土壌１の水田状態でのＥＣは，各区とも目数の経過とともに低下傾向がみられ，試料添加区

と無添加区の差は特にみられなかっ犬が,大畑状態では各区とも上昇し,……特にHTP添加区の上昇が

顕著であう/だ．土壌2＼のＥＣは畑，水田状態とも試料添加区が無添加区より高く推移レ畑状態の

ＢＴＰ添加区で硝酸態窒素に対応しでインギュペイド4週間後より急上昇した．

　２）土壌1＼のpHは各区ども畑状態で水田状態より低く推移した．畑状態では１週間後には各区

とも低下仁ト以後，無添加区では上昇したが試料添加区では特に変化ぱみられなかった∠土壌２で

は試料添加により低くなり，畑状態では水田状態より低く推移したがインキュベイト期間中一定の

傾向はみくられなかっ･だ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　　　　　　　　　ト

　３）土壌１では各区とも１週間後までアンモ土ア化成がみられ，さらに水出状態のＢＴＰ添加区

では２週間後までアンモニア態窒素が増加した.つ以後，各区とも減少し8週間後にはほとんどみら

れなくなった．土壌２では試料の窒素含有率に対応したアレモニア化成がみ＼られ，特にＢＴＰ添加

区では畑√水田状態ともアンモ土ア態窒素の増加がみられた．　　　　　　　＼　　　　　　十

　４）土壌1め畑状態では各区とも硝酸化成が進行七，特にＢＴＰ添加区での硝酸態窒素の増加が

顕著であづたが，水田状態では１週間後に各区ともぼとんど消失した．土壌２の畑状態のＢＴＰ添

加区では，４週間後から硝酸態窒素の増加が認められた．ト　　　　し　　　　　　　　　　ト

　５）無機態窒素（アンモニア態窒素と硝酸態窒素の合計量）は両土壌ども畑状態では試料の窒素

含有率に対応した窒素の増加がみら.れ，ＢＴ.Ｐ添加区では８週財後には約･30mgN／100g土壌の無

機化がみられた．水田状態では，両土壌の施肥栽培歴の差異による徹生物相の差異を反映してレ土

壌Ｌではインキュベイト期間中に各区ども低下したが，土壌２では両試料添加区とも↓週間後まで

増加し,‥以後，低下した．　十　十　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　……

キーワード：農業用資材，食品副産物，無機態窒素，畑状態，水田状態
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